
 

ı学会・研究会・講演会
などのお知らせ

訪問看護サミット2015

日程

会場

プログラム

申し込み方法

問い合わせ先

F X

 

UR

口から食べる幸せを
サポートする
包括的スキルの実践セミナー
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第21回
日本精神保健社会学会
学術大会

日程

会場

テーマ

プログラム

参加費

申し込み・問い合わせ先

F X
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勇美記念財団設立
15周年記念
第11回在宅推進フォーラム

日程

会場

テーマ

プログラム

定員

参加費

申し込み方法

問い合わせ先

F X

伸子(市民)，②瓦井

千寿(市

：11月8日(日)

民)

：ベルサール新宿グランドホー

ル(東京都新宿区)

，パネルデ

：特別講演「宇宙からの

メッセージ」向井千秋(東京理科大

学)，新田國夫(つくし会)／基調講

演「医療介護一体化に向けて」渡辺

由美子(厚生労働省保健局医療介護

連携政策課)／シンポジウム「地域

包括ケアと先駆的な看護実践」：「訪

問看護で『時々入院，ほぼ在宅』を

実現するために」島田珠美(川崎大

師訪問看護ステーション)，「機能強

化型訪問看護ステーションと地域包

括ケア」野島あけみ(楓の風グルー

プ)，「地域包括ケアの仕組みづくり

最前線から」能勢佳子(肝付町企画

調整課参事兼福祉課)

ィスカッショ

：下記URLより

ン「住みなれ

：公益財団法人日本訪

問看護財団

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前

5-8-2日本看護協会ビル5階

☎03-5778-7005

03-5778-7009

info-kensyu＠jvnf.or.jp
 

http://www.jvnf.or.jp/kensyu/

summit2015.html

た街で最期まで」惣田

晃(横須賀市健康部地域医療推進

課)，鈴木

：11月14日(土)

邦彦

：日本教育会館3・4階ホール

(東京都千代田区)

(日本医師

：「食べることをサポー

トする包括的スキルとバランスチャ

ートの有用性」小山珠美(口から食

べる幸せを守る会)／「全身状態の評

価とアプローチ」前田圭介(玉名地

域保健医療センター)／「摂食嚥下機

能の評価とアプローチ」藤本篤士

(札幌西円山病院)／「姿勢・動作・

活動の評価とアプローチ」竹市美加

(口から食べる幸せを守る会)／「食

物形態・栄養の評価とアプローチ」

嶋津小百合(熊本リハビリテーショ

ン)／事例検討／ディスカッション

会)

：650名

，深井

：5000円(Webよりの申し込

みは4800円)

穫博(日本歯

：下記URLより

科医師会)，

：ラックヘルスケア

(担当：川端，須藤)

☎03-5419-8050

http://lac-school.com(PC)

http://lac-school.com/m/(携帯)

苛原実(全

国在宅療養支援診療所連絡会)，

：11月23日(月・祝)

齊

藤

：筑波大学東京キャンパス文京

校舎119教室(東京都文京区)

訓子(

：見捨てる社会での共存を求

めて

日本看護協

：学会員によるポスター

発表／シンポジウム「見捨てる社会

での共存を求めて」服部万里子(日

本ケアマネジメント学会，立教大学

コミュニティ福祉学部福祉学科)，

李貞淑(在日本大韓民国民団東京豊

島支部)，栗林知絵子(豊島子ども

WAKUWAKUネットワーク)

会)，

：会員3000円，一般4000円

(いずれも第2部のみ2000円)，学

生2000円

轡基治(日

本薬剤師会医

：第21回

日本精神保健社会学会学術大会事務局

〒320-8551 栃木県宇都宮市豊郷台

1-1 帝京大学宇都宮キャンパス

滝澤(武)研究室内

☎/ 028-627-7188

info＠jamhs.org
 

http://jamhs.org/

療保険委員会)，鷲見

よしみ(日本介護支援専門員協会)

：

：11月23日(月・祝)

10

：東京ビッグサイト国際会議場

(東京都江東区)

00名

：住みなれた街で最期まで

(先着順)

：全国11ブロックフォ

ーラム報告会「挨拶・活動報告」新

田國夫(全国在宅療養支援診療所連

絡会)／「在宅医療に歯科はどう関わ

るか」原龍馬(全国在宅療養支援歯

科診療所連絡会)／特別講演「あら

ゆる政策に地域包括ケアの推進を―

在宅医療の視点を活かして(仮)」武

田俊彦(厚生労働省大臣官房審議

官)／市長サミット「地域包括ケア

確立のため 市町村トップはこう動

く」佐藤一夫(国立市)，田辺信宏

(静岡市)，森雅志(富山市)，辻哲夫

(東京大学高齢社会総合研究機構)／

シンポジウム「患者・家族が『よか

った』と言える在宅医療のために」

基調講演①大竹

：無料

：①住所(聴講券送付

先)，② 氏 名，③ 電 話 番 号，④

Fax，⑤e-mail，⑥参加人数，⑦お

弁当引換券(無料)の数を明記のう

え，参加人数複数の場合は代表者が

ホームページ，またはFAXにて

：第11回在宅推進フ

ォーラム事務局(磯﨑，中山)

〒102-0083 東京都千代田区麹町

3-5-1 全共連ビル麹町館

☎03-5226-6266

03-5226-6269

yuumizaidan-forum2015＠mbr.

1348-8333/15/紙：¥500/電子：¥750/論文/JCOPY 982保健師ジャーナル Vol.71 No.11 2015

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
5 

2026/09/12 13:21:16



 

UR

支援が必要な母親への
妊娠期からのかかわりを
考える国際シンポジウム

日程

会場

対象

プログラム

参加費

申し込み方法

問い合わせ先

第4回
日本公衆衛生看護学会
学術集会

日程

会場

プログラム

参加費

納入期限

申し込み方法

問い合わせ先

F X

 

UR

日本看護協会

地域母子保健推進シンポジウム

妊娠・出産・子育ての
切れ目のない支援にむけて

日程

会場

定員

参加費

プログラム・申し込み方法

問い合わせ先

F X

 

UR

 

F X

 

nifty.com

保

http://www.zaitakuiryo-yuumi
 

zaidan.com

9

東京都文京区本郷1-28-23

03-5804-0485

h

：11月26日(木)

ok

：あべのハルカス25階会議室

(大阪府大阪市)

en

：保健・医療・福祉関係者

shi＠i

： 部 講演「支援が必

要な母親と妊娠期からどのように信

頼関係を構築するか―ニュージーラ

ンドのPlunket Nurseによる家庭訪

問の経験から」Nicky Skerman(R.

N.,M.N.)／ 部 パネルディスカッ

ション「支援が必要な母親に対する

妊娠期からの関わり」：「1．社会的

経済的リスクを抱える妊婦に対する

医療機関の関わり」荻田和秀(りん

くう総合医療センター)，「2．周産

期からの医療機関と地域の保健機関

との連携」上野昌江(大阪府立大

学)，「3．地域における若年母親の

支援―妊娠期からのかかわりに着目

して」松山美紀(東大阪市西保健セ

ンター)

gak

：無料

u-shoi

：件名を「11月26日

シンポジウム申込み」として，①お

名前，②ご所属，③職種，④電話番

号を記入のうえ，下記メールアドレ

スに送付

n.co.j

：大阪府立大学地域保

健学域看護学類地域看護学分野

phn-nz＠nursing.osakafu-u.ac.jp

 

p
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：2016年1月23日(土)，24日

(日)

20

：一橋大学一橋講堂(東京都千

代田区)

15 98

：会長講演「公衆衛生看

護の多様性と本質―未来に向けて」

麻原きよみ(聖路加国際大学)／基調

講演「公共哲学と保健医療福祉政策

―保健師に求められる新たな視点」

小林正弥(千葉大学大学院)／メイン

シンポジウム「人材育成―変革期か

ら未来に向けて」佐伯和子(北海道

大学)，藤原啓子(横浜市神奈川区保

健福祉センター)，椎葉倫代(新日鉄

住金ソリューションズ)，太田茂(広

島大学)／教育講演 「エビデンス

に基づく保健活動(Evidence-Based
 

Public Health)」八重ゆかり(聖路加

国際大学)／教育講演 「日常の保

健活動と放射線―押さえておきたい

ポイントと保健師だからこそできる

活動」小西恵美子(鹿児島大学)／地

域づくりセミナー「住民とともに行

う地域づくり―台東区の取り組み」

山田圭子(台東区台東保健所)／特別

リレー講演「地域包括ケアシステ

ム」講演 「都会の真ん中で展開す

る地域包括ケアシステムづくり」秋

山正子(ケアーズ白十字訪問看護ス

テーション)，講演 「保健師が行

う地域包括ケアシステムづくり」鎌

田久美子(福岡県保健医療介護部)，

講演 「地域包括ケアシステム構想

と保健師への期待」迫井正深(厚生

労働省)／シンポジウム「メンタル

ヘルス―生きづらさとどう向き合

い，支援しているか」深石純子(青

山学院中等部)，中村加奈重(足立区

衛生部足立保健所)，大神あゆみ(大

神労働衛生コンサルタント事務所)

3

(事前)：会員8000円，非会

員9000円，学部学生3000円，懇親

会費6000円別途

：11月30日(月)

：下記URL参照

［参加・演題登録および参加費納入

に関して］

第4回日本公衆衛生看護学会学術集

会 参加・演題登録サポートデスク

〒602-8048 京都府京都市上京区下

立売通小川東入西大路町146

☎075-415-3661

075-415-3662

japhn4＠nacos.com

 

http://plaza.umin.ac.jp/japhn4/

index.html

［全般に関して］

第4回日本公衆衛生看護学会学術集

会事務局

〒104-0044 東京都中央区明石町

10-1 聖路加国際大学公衆衛生看護

学

phn-luke＠slcn.ac.jp

：2016年1月28日(木)

：青山ダイヤモンドホール(東

京都港区)

：300名(先着順)

：無料

：下記

URLを参照

：日本看護協会健康政

策部助産師課

03-5778-8478

josanshi＠nurse.or.jp
 

http://www.nurse.or.jp/nursing/

josan/index.html

本欄へ掲載を希望する学会・研究

会・講習会などのお知らせがあり

ましたら，本誌編集室までお送り

ください。

〒113-871

2026/09/12 13:21:16




